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倍
に
膨
ら
む
。
カ
ッ
プ
麺
や

み
そ
汁
に
プ
ラ
ス
す
る
だ
け

の
手
軽
さ
だ
。

　
麻
生
さ
ん
は
商
品
デ
ザ

イ
ン
を
担
当
。「
息
子
へ
」

「
野
菜
食
べ
な
さ
い
」「
母

よ
り
」
と
書
か
れ
た
パ
ッ
ケ

ー
ジ
の
背
景
を
よ
く
見
れ
ば

「
ち
ゃ
ん
と
お
掃
除
し
な
さ

い
」
「
単
位
は
落
と
さ
な
い

よ
う
に
」
な
ど
、
あ
り
が
た

い
母
の
〝
小
言
〞
が
び
っ
し

り
と
書
か
れ
て
い
る
。「
仕

送
り
を
受
け
取
っ
た
子
ど
も

が
乾
燥
野
菜
を
使
う
時
に
な

が
め
て
、
お
母
さ
ん
の
こ
と

を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
」

と
、
離
れ
て
暮
ら
す
親
子
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。

　
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
は
他
大
学
の
学
生
や
社
会

人
と
の
共
同
作
業
が
刺
激
に

な
っ
た
。「
メ
ン
バ
ー
が
得

手
不
得
手
を
補
い
合
い
、
力

を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
モ
ノ
が
あ
ふ
れ
て
い
る

現
代
で
商
品
開
発
し
、
購
買

ま
で
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
の

大
変
さ
を
実
感
す
る
な
ど
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
に
立
っ
た

こ
と
で
、
自
分
の
将
来
を
よ

り
深
く
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
語
る
。
今
後
も
こ
の

グ
ル
ー
プ
で
新
た
な
商
品
開

発
を
目
指
し
て
い
る
。

　
新
商
品
「
息
子
へ
の
野

菜
」
は
ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
で
販

売
。
定
価
１
０
０
０
円
。

　
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
大
学

生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
麻
生
萌
泉
さ
ん

（
経
済
３
）
が
参
加
し
て
い

る
。
こ
こ
で
開
発
し
た
商
品

が
６
月
、
発
売
さ
れ
た
。
商

品
は
、「
一
人
暮
ら
し
の
息

子
の
食
生
活
を
心
配
す
る
母

か
ら
の
仕
送
り
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
た
乾
燥
野
菜
。
商

品
名
は
「
息
子
へ
の
野
菜
」

で
、
大
学
生
な
ら
で
は
の
視

点
を
取
り
入
れ
た
商
品
は
、

じ
わ
り
と
ク
チ
コ
ミ
を
広
げ

て
い
る
。

　
麻
生
さ
ん
は
昨
年
10
月
、

横
浜
市
内
の
卸
売
り
・
小
売

り
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
始
め

た
。
商
品
の
企
画
・
開
発
・

販
売
ま
で
を
大
学
生
が
行
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
東
大
、

慶
大
な
ど
の
学
生
計
５
人
で

取
り
組
ん
だ
。

　
自
分
た
ち
の
身
近
に
あ
る

課
題
な
ど
か
ら
「
野
菜
不

足
」
「
親
か
ら
の
仕
送
り
」

な
ど
に
着
目
。「
一
人
暮
ら

し
の
友
人
の
話
を
聞
く
と
、

実
家
か
ら
野
菜
を
送
っ
て
も

ら
っ
て
も
食
べ
き
れ
な
い
な

ど
の
声
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
」
と
麻
生
さ
ん
。
乾
燥
野

菜
の
商
品
化
を
決
め
、
全
国

か
ら
サ
ン
プ
ル
を
取
り
寄
せ

て
食
べ
比
べ
、
産
地
や
食
感

な
ど
で
決
定
し
た
。
商
品
は

乾
燥
し
た
小
松
菜
、
キ
ャ
ベ

ツ
、
ワ
カ
メ
な
ど
で
、
保
存

が
き
き
、
お
湯
で
戻
す
と
５

　
全
国
の
大
学
生
、
高
校
生

ら
延
べ
７
万
１
０
０
０
人
が

参
加
し
て
パ
ソ
コ
ン
操
作
技

能
を
競
う
「
Ｍ
Ｏ
Ｓ
世
界
学

生
大
会
２
０
１
９
」
で
、
酒

井
悠
汰
さ
ん(

商
４)

が
エ
ク

セ
ル
科
目
大
学
・
短
大
部
門

の
１
次
選
考
で
３
位
に
入
賞

し
た
。
公
務
員
試
験
突
破
を

目
指
し
て
い
る
酒
井
さ
ん

は
、
採
用
試
験
と
重
な
る
た

め
２
次
選
考
に
は
エ
ン
ト
リ

ー
し
な
か
っ
た
が
、「
就
活

に
弾
み
が
つ
き
、
世
界
が
広

が
っ
た
」
と
話
し
て
い
る
。

　
Ｍ
Ｏ
Ｓ
は
「
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
・
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
」
の
こ
と
。
大
会

は
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
オ

フ
ィ
ス
製
品
「
ワ
ー
ド
」
や

「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
」
な
ど

の
操
作
・
技
能
を
競
う
。

　
商
学
部
会
計
学
科
の
酒
井

さ
ん
は
、
３
年
次
の
時
、
就

職
活
動
に
生
か
そ
う
と
Ｍ
Ｏ

Ｓ
資
格
の
エ
ク
セ
ル
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
レ
ベ
ル
を
取
得
し

た
。
成
績
が
優
秀
だ
っ
た
こ

と
で
通
っ
て
い
た
パ
ソ
コ
ン

教
室
か
ら
推
薦
が
あ
り
今
年

４
月
の
Ｍ
Ｏ
Ｓ
大
会
に
出
場

し
た
。

◇

　
情
報
科
学
セ
ン
タ
ー
で
は

初
心
者
向
け
講
座
か
ら
、
現

在
募
集
中
の
Ｍ
Ｏ
Ｓ
資
格
試

験
対
策
講
座
ま
で
11
講
座
を

設
け
て
い
る
。

　

興

味

の

あ

る

学

生

は

https://www.senshu-u.

ac.jp/isc/course.html

へ
。

酒
井
さ
ん
（
商
４
）
３
位

「
世
界
が
広
が
っ
た
」
と
笑
顔

の
酒
井
さ
ん

と
と
も
に

地域
社
会
貢
献
活
動

　
７
月
８
日
、
都
立
多
摩
桜

の
丘
学
園（
東
京
都
多
摩
市
）

の
知
的
障
害
教
育
部
門
中
学

部
１
年
生
が

生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
の
相
撲

道

場

を

訪

れ
、
相
撲
部

の
稽け

い

古こ

を
見

学
、
相
撲
体

験
に
汗
を
流

し
た
。

　
同
学
園
で

は
日
本
の
伝

統
文
化
に
つ

い
て
の
学
習

を
行
っ
て
お
り
、
初
め
て
本

学
相
撲
部
を
訪
問
し
た
。

　
同
日
は
生
徒
や
教
員
ら
36

人
を
、
戸
田
隼
介
主
将
（
商

４
）
ら
部
員
５
人
が
迎
え

た
。
生
徒
ら
は
部
員
と
と
も

に
四
股
や
す
り
足
な
ど
基
本

運
動
を
行
っ
た
後
、
数
人
に

分
か
れ
て
部
員
と
の
勝
負
に

挑
ん
だ
。
力
を
合
わ
せ
て
１

０
０
㌔
超
の
部
員
を
土
俵
外

に
押
し
出
す
と「
や
っ
た
ー
」

と
大
き
な
拍
手
が
湧
き
あ
が

っ
た
。ま
た
、部
員
同
士
の
ぶ

つ
か
り
稽
古
で
は
、
迫
力
を

体
感
し
て
い
た
。

　
最
後
に
部
員
に
よ
る
ち
ゃ

ん
こ
も
振
る
舞
わ
れ
、
生
徒

た
ち
は
お
い
し
そ
う
に
ほ
お

ば
っ
て
い
た
。

「一人暮らしの息子の食生活を心配する母からの仕送り」

乾 燥 野 菜

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
商
品
開
発

麻
生
さ
ん
（
経
済
３
）

販売中の「息子への野菜」を

手にする麻生さん

夏
期
Ｊ
Ｌ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｕ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
が
初
参
加

　
外
国
人
の
日
本
語
習
得
の

た
め
の
「
夏
期
日
本
語
・
日

本
事
情
（
Ｊ
Ｌ
Ｃ
）
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
が
６
月
17
日
か
ら
始

ま
っ
た
。

　
受
講
生
は
、
国
際
交
流
協

定
校
の
オ
レ
ゴ
ン
大
学
（
米

国
）
な
ど
９
大
学
41
人
。
昨

年
６
月
に
協
定
を
結
ん
だ
タ

イ
商
工
会
議
所
大
学
（
Ｕ
Ｔ

Ｃ
Ｃ
）
か
ら
初
め
て
学
生
８

人
が
来
日
し
た
。

　
８
月
７
日
ま
で
国
際
交
流

会
館
に
滞
在
し
、
日
本
語
学

習
の
ほ
か
、
書
道
、
七
夕
パ

ー
テ
ィ
ー
な
ど
日
本
の
文
化

に
触
れ
る
。

　
６
月
19
日
は
開
講
式
と
ウ

ェ
ル
カ
ム
・
パ
ー
テ
ィ
ー
が

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か

れ
、
参
加
者
は
日
本
語
で
自

己
紹
介
を
し
た
。

　
Ｕ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
の
ジ
ャ
ラ
ッ
ト

ヴ
ィ
ス
ィ
ッ
ラ
ン
ス
ィ
ー
・

キ
ッ
テ
ィ
ポ
ン

さ
ん
は
「
日
本

で
の
生
活
は
と

て
も
楽
し
い
。

日
本
語
の
授
業

は
難
し
い
時
も

あ
る
が
、
勉
強

に
な
る
。
ア
ウ

ト
ド
ア
が
好
き

な
の
で
、
機
会

が
あ
れ
ば
日
本

の
山
に
登
り
た

い
」
と
話
し
て

い
る
。

ウ
ェ
ル
カ
ム･

パ
ー
テ
ィ
ー

で
あ
い
さ
つ
す
る
Ｕ
Ｔ
Ｃ
Ｃ

の
学
生
た
ち

６
月
19
日

　第53回黒門祭が６月28日から30日ま

で、生田キャンパスで開かれ、学術文

化会に所属する23団体が日ごろの研

究、活動の成果を発表した。成果物を

展示したほか、音楽系サークルは演奏

会を開き、来場者を楽しませた。

黒門祭 梅雨空吹き飛ばす

フォルクローレを演奏する中南米研究同好会

【
右
上
】
バ
ン
ド
演
奏
を
披

露
し
た
混
声
合
唱
団
カ
ッ
パ

コ
ー
ラ
ス
部

【
右
下
】
鉄
道
研
究
会
の
「
て

っ
け
ん
フ
ェ
ス
タ
」
に
は
多

く
の
来
場
者
が
訪
れ
た

【
上
】
力
作
が
展
示
さ
れ
た

カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
の
作
品
展
示

Ｍ
Ｏ
Ｓ
世
界
学
生
大
会
エ
ク
セ
ル
１
次
選
考

多
摩
桜
の
丘
学
園
生
が
訪
問

相
撲
部
員
と
ハ
ッ
ケ
ヨ
イ

力
を
合
わ
せ
て
相
撲
部
員
を
押
し
出
す
生
徒
た
ち


